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１．研究目的 

近年、発達した公的年金制度を持つ国では公的年金が縮小され、その代りに私的年金の

拡充が図られている。本研究では、私的年金制度の類型化を行い、私的年金の性質と公的

年金との関係を明らかにしたい。  

 

２．研究の視点および方法―私的年金制度の類型― 

Hippe によれば、私的年制度のガ

ヴァナンスに着目した場合、私的年

金は以下のように類型化できるとし

ている (Hippe  2009)。こうした

Hippe の私的年金類型にみられるよ

うに私的年金といっても様々な形態

があり、公的な関与のありかた次第では、公的年金と同じような再分配効果がある程度期

待できると考えられる。例えば、Rein と Turner は、私的年金のカヴァレッジが広く、給

付水準の高い国では貧困率が小さくなっていると指摘し、多くの国における私的年金給付

は所得の上位 60％に集中しているが、オランダやスイスでは私的部門の年金は所得の下位

40％に対して大きな役割を果たしているとし、そのような場合、私的年金でさえも貧困を

減少させる上で大きな役割を果たしうると述べている (Rein,Turner 2004)。また、Rein

と Stapf-Finé は職域年金の対象が限定的で公的年金制度の給付水準が低い場合に不平等

が増加すると指摘している(Rein, Stapf-Finé 2001)。 

Rein と Turner が低所得者に対して所得保障の役割を果たしていると規定したスイスや

オランダの私的年金(企業年金)をみると、公的年金に類似した規制措置が幾つか設定され

ている。例えば、スイスの強制年金(BVG)やオーストラリアの退職保障年金では、加入者

よりも重い雇用主負担が課せられている(スイスでは掛金の 50％以上を雇用主が負担する

義務があり、オーストラリアでは雇用主負担が従業員負担の 3 倍で、低所得者ほど所得代

替率が高くなる給付設計となっている)。また、スイス、オランダ、スウェーデンでは私的

年金に対して、一定の利率を保証するような規制がある (スイスやオランダでは企業年金の

予定利率は 4％と定められ、スウェーデンのプレミアム年金では最低 2.7％の利率が保障さ

れている)。その他、ドイツの補足的老後保障年金やスウェーデンのプレミアム年金では、

本人の積立金拠出に加えて、国家による補助がある (ドイツでは基本補助と児童補助、スウ
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ェーデンでは子育て中の者や失業給付受給者への補助 )。 

 

３．倫理的配慮：本学会の定めにより、研究遂行上適切に配慮した。 

 

４．研究結果―私的年金と公的年金制度― 

公的年金との関係を考えた場合、私的年金の類型は以下のようにあらわすことができる

だろう。スウェーデンのように国家型とは国が加入者を強制加入させ国家による補助も制

度化されていてある程度の再分配効果が期待でき、公的年金制度を補完する目的を持つも

のである。強制加入協約型とは国家型と同じく強制加入だが、公的年金の給付が基礎的な

給付に限定されているため、従前所得保障について公的年金を代替する役割を持つもので

ある。オランダやスイスの制度がこれに該当する。任意加入協約型は強制加入ではないが、

一定の公的な補助があり、公的年金を補完することを目的とするものである。これにはド

イツや日本などの制度が当てはまるだろう。市場契約型とはアメリカの 401Ｋプランに代

表されるように、個人の責任において運用し、中間所得層以上にとっては公的年金制度を

代替する役割を持つものである。この制度では公的年金に類似した役割は期待できない。 

Hippe は近年の改革により、多くの国の私的年金制度では先にあげた類型にきっちりと

収まらないハイブリッド化 (＝私的年金制度の収斂化 )が進んでいると指摘しているが

(Hippe 2009)、私的年金制度にも様々なタイプがあり、また、公的年金制度との組み合わ

せは多様である。年金制度の変化を捉える上では、こうした私的年金の性質を考慮にいれ、

公私年金を一つのパーケージとして捉え、全体としてその変化をみることが必要だろう。  
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